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4７ 
浸蕊淫完結（一八七二年）から五年あとにドストエフスキーは『おかしな人間の慈匡をかく。明らかにスタヴロ
ーギンの後育としてその主人公は設定されている。両者に共通するのは〃すべては同じ”という想念である。スタ
ヴローギンが論理の果てに到達した塒（位からおかしな人間は出発している。
主人公の「自殺」から物語が始まるというのも奇妙な話だが、彼の真剣な”芝活気“は「それほど無関心でもな
いような」瞬間にその偶然の生を閉じようと計画する。「暗い氷雨が止んで雲切れのした底知れぬ空の奥の小さな
星」が彼に暗示を与える……
自殺のきっかけにこだわるのは；すべては同じ“ｌ”どうだっていい“の覚恰とは矛盾するはずだが、彼は
気にしない。生の嵜緑平Ｉ上仔在の根拠がどこにも見出せない以上だらだら生を引きずっていくのは退屈でもあり、
不見識でもある。少しでも早く片をつけるのが彼の美学というものであり、そのきっかけさえ見つけられればそれ
でいいのだ。 Ｉ ドストエフスキーと意識（Ｖ）
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4８ 
彼が「無関心」のなかで関心をいだいたその「小さな星」は、その後彼と深いかかわりをもつことになる「第二
の地球Ｅであった。作者はここに偶狭お必然を暗示している。
おかしな人間が自殺をとりやめるきっかけになった女の子の突然の出現もこの「偶然の必然」である。ドストェ
フスキーはここは特に周到に描いている。路頭で震えながら病気の母のために助けを乞ういたいけな少女は彼が
今、見棄てようとしている地球の象徴である。一刻後には自分の一切の存在をこの世から消してしまうはずの彼の
「論理」は当狭砂のことながら女の子を邪険に追払う：…下宿に帰ってからおかしな人間は思いもかけない〃痛み“
を感じる。「論理」とは無闇係にその”痛み“はあり、彼を戸惑わせ苦しめる。彼は自殺を逵巡する・・・…
おかしな人間はかって先行者が舷いていたような言蘂を口にするｌ「たとえば州での鱸繋の数々を地球に居
を移してから眺めると、どんな気がするだろうか」。
それはスタヴローギンの蕊整Ｅ匹敵するようなものなのだろうか？ドストエフスキーは、おかしな人間のこの
世界に対する「清算」が清算になっていないことをｌ不十分であることを示している．「清算」になっていない
ということは、可能性が残されているということである。「論理」を超える「感性」を作家は再度探ることになる。
女の子に対する憐灘｝１１地球へＱ麓着は、おかしな人間にはまったく意想外のことであった。自分には熈縁と信
じていた感情が、「何もかも同じ」と観ずる祇學を根底から揺さぶる……
彼が夢のなかで『自殺」して、壁のなかで去りゆく地球を客体として見たとき彼の護は一変するｌお
かしな人間が第二の地球に到着し、人類の揺篭時代に逢着した瞬間の感動は、すでにこの時用意されている。彼の
第二の地球の純粋さに対する感動は、第一の地球の汚辱への愛着のうえにある。
おかしな人間が結局第二の地球を汚染するようになるのは、悪徳が人間に必然のものであり、その歴史を刻む過
程で逃れ得ない｛碩命であることを深く認識しているからである。
彼は「自殺」によって第一の地球への愛を確認し、汚辱にみちた世界こそ人間を生かしていることに気づく。
ドストエフスキーの黄金時代の幻想はこの苦い認識のうえに成立っているのである。
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ドストエフスキーが十七世紀のフランスの画家のクロード・ロランの「アシスとガラテア」をドレスデンの美術
館で観たのは一八六七年五月、作家四六歳のときである。その一一一ヵ月後にはバーゼルでホルバインの「イエス・キ
リストの死」に出会っている。今からみればこの年はドストエフスキーにとって揮語的な年である。二枚の絵は見
事なまで両極にあり、作家の精神の構図を示している。
「アシスとガラテァ」がドストエフスキ１作品に登場してくるのはホルバインよりは三年ばかり遅く、「スタヴロ
１ギンの告白」にはじめて姿をあらわす。”コントラ“の極北にあるスタヴローギンの想念に浮かんでくるという
発想そのものが奇抜であり、また作家の「黄金時代」への恩入れの深さを語っているとも言えよう・
ドイツの片田舎の旅篭で汽車待ちの仮眠をとっていたとき、スタヴローギンは夢をみる・・・…「黄金時代」はゆ
く
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Ｉ
それはギリシャ多鳥海の一角で、穏やかな青い波、無数の島々や岩、花咲き乱れた岸辺、魔法のパノラマに
も似た遠方、呼び招くような落日１－和到底言葉で伝えることはできない。……ここには美しい人々が暮らして
いた。彼らは幸福な汚れない気持で目覚め、また眠りについた。……太陽は自分の美しい子供たちを喜ばしげ
に眺めながら、島々や海に光をそそいでいた。これは人類のすばらしい夢であり、偉大な迷いである。黄金時
代ｌｌこれこそかってこの地上に存在した空想のなかで、最も荒唐駐醤遅ものであるけれども、全人類はその
ために生涯全精力を捧げつくし、そのためにすべてを犠牲にした。そのために預言者も十字架の上で死んだ
り
、
殺
さ
れ
た
り
し
た
の
だ
。
…
…
私は本当一のところ何の夢をみたのかわからないけれど、岩も海も落日も斜めの光ｊｐ１ｌ眠りから醒めて生ま
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5０ 
「黄金時代」の幻想はこのあとも『未成年】、『おかしな人間の繊曹と再三にわたってくりかえされる。作家に凡
庸な描写をも恐れさせない思いは一体何だったのだろうか。
ドストエフスキーは針を人類史の零に戻そうとし、その象徴として「黄金時代」がある。そしてその幻を股初に
語ったのが、信じられないほどナイーヴなスタヴローギンである。読者はこんなスタヴローギンを見たことがな
い。作者はスタヴローギンの巨大な”コントラ”を覆うものとして「黄金時代」をかぶせた。しかもスタヴローギ
ンの思想の頂点である「吉日」のなかで……
当然のようにスタヴローギンの寸璽時の平‐安は赤い蜘蛛の出現によって脆くも崩れる。彼が｛童憶でありつづけられ
るわけがない。しかし作家はこの夢を三年後中年のニヒリスト、ヴェルシーロフに語らせ、更に二年後、単なる一
挿話にとどまらず、「黄金時代』を核に据えた作品ｌ「おかしな人間の蟇までかくに至る．この長年月っづぃ
るわけがない。しか‐
挿話にとどまらず、「
た執念は並ではない。
ドストエフスキーをここまでこの幻想にのめりこませた原因は”純粋経験“の田蓉愼ある。生を意識しない生、
意識以前の生を人間がそのまま体感しているとしたら、それはいかなる生であろうか。生と意識が分裂する以前の
生があり得るとしたら、人は生の意味を問うことはないであろう。生と意識が密着していれば－－生を客体化して
いなければ、問の生じる余地はない。生を生として意識しない生が現代でも可能であろうか。ドストェフスキーは
「黄金時代」をこの無謀とも一一一戸える期待のうえにおいた。
れてこの方初めて文字どうり泣き濡れた目を開けたとき、これがみな目のあたりになお見えたような気がした
（１） 
のだ。（曇露第一一編第九章一一チーホンの庵室にて）
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５１ 
'よ験て識覚
い〃いＬ‘′
なをるでを
い知があ大
◎一、＿」云而
万物が正確におのが道を遵守し、辿っているのは、宇宙の最深の意志を忠実に実行し、表現しているからである
Ｉ「黄金時代」はこの構図のうえに成立っている。宇宙の運行をその意志として即自的に、体感的に受けとめ、
宇宙との揮穣収感のなかで自分の生を形成していたとしたら、それは古代人のもっている一つの「方位戯騨學ともい
人々の生はそのままの姿でそこにあり、宇宙との〃連繋“のなかで無意識にして必然的な、宇宙の表現点として
推移していく。
うべきものであろう。
ドストエフスキーはこの”一膳覚“を羨む。そ２購寛は、もしかしたら人間だけのものではなく、他の生物も所有
しているのかも知れないが、その貴重さは同一であると作家は信じた。
人類の生の、意識に至る以前の経験１１純粋経験は、ほとんど本然的盈騨覚にちかい。古代人たちはこの〃感
覚“を大切に扱い、養った。それは思想以前の、思想を必要としない「思想」であった。認識を必要としない「認
識」であった。「彼らはわれわれが人生を認識しようと努めるようには認識を追究しない」とおかしな人間は言っ
ているが、この一一墨は黄金時代の「思考」の特性を指摘していろ’「認識」の必要が厳いのは彼らが鐘経
験”を知っていたからである。そこでは生は末谷〃樺蜂悲であり、分裂はおこらない１１生から意識がまだ『刀化して
……彼らが何らかの形で空の星と接触を保っているのを俺は信じて疑わなかった。それは思索によるのでは
なく、何かもっと生きた方法によってなのだ。……俺は永遠の生命について彼らに暫問したが、彼らはほとん
ど俺の言うことがわからない様子であった。見たところ、彼らは永遠の生命を信じていて、そんなことは問題
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5２ 
率直に言って、「黄金時代」にそれほどの恩入れのない読者には、「黄金時代」の極彩色画にまともにつきあうの
はたやすいことではない。三度にわたって同じような書割がしつらえられ、平板な風景描写が繰返される……大作
家には稀なことであろう。それは技巧のバランスを無視してまで「黄金時代」の〃思想“童呼えようとするドスト
ドストエフスキーが『おかしな人間の誠辱をかこうとした動機の一つにこの人類史の「原点」の確認がある。そ
こ
か
ら
の
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作
家
に
と
っ
て
詞
お
か
し
な人間の夢唇は、なんとしてもかいておかなければならなかった作品なのである。
人は「原点」からつねに逸脱する。もしかしたら、その〃逸脱〃を何万回か繰返しているのかも知れない。今、
自分たちは初めて人類の歴史を辿っているように信じているけれども果たしてそうなのだろうか？
ドストエフスキーの発想は時として飛躍するけれどもこの発想ほどユニークなものはない。一体どこからこうし
た破天荒な着想を得てくるのであろうか。「何万回操返しても寸分たがわず同じ過程を踏むであろう」と作家は予
言する。ドストエフスキーの人間に対する苦い認識はこの帯蘆猛必稽とも思える幻想に象徴されている。
ドストェフスキーが偏執狂的に「黄金時代」に固執したのは、彼の積年の漢とした「想い」が偶然「アシスとガ
ラ
テ
ァ
」
ｌ
「
蟇
時
代
」
と
合
致
し
、
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化
し
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る
．
この運命的ともいえるクロード・ロランの作品との避遁の後、作家は翌年『白痴』でムイシュキン公爵をえが
く。ムィシュキンは生を生として捉え、そこに意識をもちこむことのない人間である。彼を創造することによって
生と意識の分化しない以前の人間の姿がドストエフスキーのなかで具体化していったのであろう。幸か不幸かそれ
は岐早妄想ではなくなっている。戸日痴』から三年後、「黄金時代」はスタヴローギンの夢の一部として形をあらわ
す にならないようだった。彼らには神殿はなかったが、宇宙の統一者とのなにか欠くことのできない、生きた絶
（ワニ
間のない連繋があった。（『作家の日記』一八七七年四月号『おかしな人間の茜唇）
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5３ 
おかしな人間の黄金時代人を堕落させる過程はラスコーリニコフの「旋毛虫の夢」に似ている。おかしな人間自
身も「旋毛虫」の名を口にしている。「旋毛虫」は人間の本来もっている悪徳の象徴である。退屈にも懐疑にも苦
悩にも悲哀にも無縁であった古代人は、その純粋さゆえに無抵抗であり、いとも容易に「旋毛虫」に冒されるが、
冒されることによって逆に「人間」になったのかも知れない－－Ｌ彼らは「ただほしいものを受取ったばかりであ
り、すべてはかくあらねばならぬものなのだ」とおかしな人間に答えるが、この弁明は存外彼らの本心を語ってい
「生の認識は生そのものより貴い」、「幸福の法則の知識は一至福よりも貴い」と彼らが言出したとき、古代人はす
でに昔日の彼らではない。おかしな人間は第二の地球も自分が”汚染〃させてしまったことを悟り、十字架にかけ
て
く
れ
る
よ
う
申
出
る
が
、
狂
人
扱
い
さ
れ
て
し
ま
う
…
…
物語はここでいきなり転調する。翌朝五時すぎに｛藩兼椅子にかけたままで目覚めた主人公はテーブルの上のピス
トルを脇に押しやる．そして即座に伝道を決懲するｌ「真理をこの目で見た！』
この「転調」は、論理を超えている。読者の得心童Ⅲ礎としていない。作者がした説明は、「頭で考えだしたも
のと違ってこの目でしかと見た」ということと、「その生ける形象が永遠に俺の魂をみたした」という二点である。
ドストエフスキーの言う「生ける形象」というのは、「黄金時代とそこに生きる人々」を指すのであろう。それ
にしても、「それをあまりにも充実した完全さで見たものだからそういうことが人間にあり得ないとは信じられな
い」という言い方は、反論を拒絶する。
ドストエフスキーは、第二の地球人の知った”人間の本性“に敢えて目をつぶって、古代人の生１１意識と無縁
卜＋むつノ。
エフスキーの執念なのかも知れない。
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5４ 
『おかしな人間の赫琴をかいた翌年七八年六月にドストエフスキーは年少の友、哲学者のソロヴィョフを同道し
て、モスクワの南方、カルーガにほど近いオプチナ僧院にアンヴローシイ長老を訪ね、再度にわたって懇談してい
る。アンヴローシィはゾシマのモデルとされているが、アンヴローシィ、ソロヴィョフと晩年の作家の関心のあり
ようは、大体察しがつく。
ドストエフスキーが『おかしな人間の尊匡で「人は地上に住む能刀を失うことなしに美しく幸福なものとなり得
る」と記したとき、それは小説のなかの単なる言葉以上のものをもっていた。
、
、
片方に、「黄金時代人」という一千本があって、人間はそのよく生きる「能力」をもっていると作家は信じた。し
かし一方、この世界で「美しく幸福に」生きるのは現代では至難の業という尋常な認識がある。この牽引関係のな
かでゾシマは構想された。
較生そのものｌに遮二無二“賭よう“とする．おかしな人間の回心が唐突にみえるのはこの故であろうか．
『おかしな人間の茜雷の終章はついてゆくのにかなり難渋するが、素直な部分もある。むしろその辺にこの作品
の意味もあるのだが……
この尋常にして容易ならざる発想は、翌年から始まった『カラマーゾフの兄弟』に引継がれていく。ドストエフ
スキーはゾシマ長老によってこのテーマをなお掘下げている。
俺は真理を見たからだ。俺は見たから知っているのだＩ－人間は地上に住む能力を失うことなしに、美しく
（３） 
幸福なものになり得るのだという一」とを。（『作家の日記』一八七七年四月号『おかしな人間の蕊厘）
Ｖ 
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5５ 
『おかしな人間の夢壹は、時間が存在の形を変えていく物語であり、中心に「時間」がある。時間を考えること
なしに人間存在を考えることはできない。ドストエフスキーはゾシマを時間をめぐる存在として１－種々の形で時
間を超える存在として描こうとした。
ゾシマは母と過ごした教会での幼児体験を時間の基軸にもっている１１丸天井の小さな窓を洩れて淡い光が降り
注ぐ。香炉からゆらゆらと高く高くたち昇ってゆく香煙、それがいつともなく陽光と溶け合う。一心に祈る母、傍
らに佇む八歳のゾシマ……彼は漠然と時間の停止を、子供なりの「永遠の今」を感じた。ゾシマの思想には常に
この”原点“の「時」がある。それは幼年時代の日常体験のなかで突出していたから１１またそれに感応する能力
がゾシマにあったから深く記憶に刻まれたのであろう。
ゾシマの認識はいつもこの〃原点〃に立戻る１１或いはそこを基点として軌道を描いていると言ってもよい。
この原体験がゾシマに「時間」というもののもつ具体性を教えた意味は大きい。それは「時間」が冷たい抽象的
なものではなく、時としては生に密着した、人間存在を背後から支えつづけるものであることをゾシマがつねに感
じていたということである。彼のこの感覚がまた彼の「思想」を支えている。この相互関係はわれわれが想像する
以上に深いのである。
「永遠の今」はそこに生身の人間が没入しているから意味がある。それは極めて個人的なものであり、共通の、
一舷的な観念ではない。ゾシマにとってはおそらく、形而上的なものですらない。彼個人の私的な貴重な、かけが
えのない体課験なのである。
ドストエフスキーがそこに母の姿を添えたことは深長な意味をもつ。母を描くことの少なかったドストエフスキ
ーだけにゾシマに添う母の姿をかいま見せたことは印象的である。彼女の登場によって「、丞逗の今」は一層の具体
性を増すのである。それは他ならぬゾシマの〃時“である。
ゾシマにはもう一つ重要な原体験がある－－亡き兄マルヶールとの少年時の交渉である。ゾシマの兄は革命家と
つきあうなど家族も手を焼く急進的な若者だったが、奔馬性の結核に催り、重篤になってから人が変わる。彼はす
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べてのものに宥しを乞い、小鳥にまで詫びて母親を呆然とさせる。
６
 
５
 
家族にも、勿論九歳のゾシマにもマルヶールの一一一一口葉はわからない。「ぼくの代りに生きよ」と言い残した兄の遺
言とともにゾシマの胸底にそれは沈潜する。しかし、彼が僧籍に入ってからこの言葉は重みをもって甦ろ。時間が
将来ではなく、瞬時にして「今」に重なり、「楽園」は他に別に客体として存在するのではなく、現に我々の住む
他ならぬこの世界が「楽園」として相貌を変える……
ゾシマはそれを理解した。それは可能性として観念のなかにあるのではない。彼は亡兄の言葉鷺呼感し、自分の
思想の基底に置いたのだ．マルヶールは、自ら意識し確信すれば「時間」は存在しないｌということを弟に告げ
たかったのだとゾシマは悟った。
一方に母との体験があり、他方に兄とのそれがあった。ゾシマの「時間」の観念では、二つの幼少時代の記憶が
同じ重さで微齊妙なバランスを保ちながらつりあって、その基軸の部分を構成し、形成している。
ドストェフスキーは時間一購覚を自由にもっていた作家である。彼はいま現在、生きている〃時“だけを固定され
た、唯一のものとは考えていない。〃時“は伸縮し、反復される１１人丁、人類が過ごしている時代も「何万回か繰
返された人類史のなかの一回かも知れない」という壮大なイマジネーションも作家の時間｛勝寛と無縁ではない。
ドストエフスキーがゾシマを創造したとき、作家は彼にまったく自由な時間一購筧を与えた。人類に意識革命があ
れば、人々は〃即座に“「永遠の〈□を一繕得でき、「楽園」を刎停感できるであろう１１ゾシマが民衆に説こうとして
いた信仰も究一樺的にはこのことに尽きる。そこには時間があって時間がない。
わたしたちはみんな楽園にいるのです。ただわたしたちがそれを知ろうとしないだけなのです。もしそれを
（４） 
知る気にさえなったら、明日にも全世界に楽園が出現するでしょう。（『カラマーゾフの兄弟峠第六編第一一
（Ａ）） 
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問題の一切は意識革命の可能性にかかる。『おかしな人間の夢』をかき、『カラマーゾフの兄弟』をかきついだの
もその可能性を求めてのことであった．一見「凡庸」にみえる結論も「平凡旗」描写も承知の上であるｌそうと
しか書きようがなく、それを認めてもらうことが「意識革〈皿への道なのだ。おかしな人間なら「真理は非凡のな
かにはない」と言うであろう。
人間の意識箪命は可能であろうかｌドストエフスキーはこの蔓を生涯の思いをこめてゾシマに託す．
ゾシマの「説話」の「聖書の意表」に触れた部分で「夕日」についての感慨がでてくる。これは作家自身の晩隼
の心境でもあろう。そこではゾシマとドストエフスキーが揮然と重なっている。
夕日にたいするドストエフスキーの偏愛は晩年に始まったことではないが、ゾシマではとくに強調して語られて
いる。夕日は明日につながる。揺曳して燃えつきんとする生命は朝またよみがえる……一つの終りがあってまた
若い時の沸きたつような血潮のかわりに穏やかな明るい老年が訪れる。日々の日の出を祝福し、わたしの心
は以前と同じように朝日に向かって歌を歌うけれど、しかし、もはや入日の方を、その長い斜めの光を一層愛
するようになる。それとともに長い祝福すべき全生涯の中から静かな、つつましい感動的な追憶や、懐しい人
たちの姿が浮かびあがってくる。……わたしの生涯は終らんとしている。そのことをわたしは知り、耳にして
い
る
。
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（５） 
い、とはいえ近く訪れるべき生活と触れあっているのが感じられる。（『カラマーゾフの兄弟』第六編第一一
（Ｂ）） 
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作家は「連鎖」の想念に深く心惹かれている。終焉を迎えようとしている現世の生が「近く訪れる生活」と”相
触れて“いるという言葉は単なる表現ではなく、確実な”予感“とも言うべきものであろう。
『カラマーゾフの兄弟』も主題は「連鎖」である。「一粒の奎各の題辞は徒ではない。フョードル・カラマーゾフ
ーヵラマーゾフ三兄弟ｌ少年たちとつづく流れはドストェフスキーのトランスレィトきれた「永生」の観念
とも合致する。作家が子供に異常とも言えるほどの愛情を注ぎ、幼児いじめにたいして『作家の日記』の中で繰返
し言及し、厳しく論難しているのは、この「永生」の思想とかかわりがある。
これは縦の「連鎖」であり、説話の感懐は横のそれである。人はすべて「連鎖」のなかで生きている。その「連
鎖」の意味を理解し自覚したとき、また新しい世界が開ける。
ゾシマの兄マルヶールは病を得てから自分をとりまく周囲の一任在に気がつく。家族も使用人も初めてその一仔在の
意味がわかり、病人が彼らを大事に思いはじめた時点で、世界は一変し、小鳥にさえ罪を詫びるようになる。彼は
世界との「連鎖」のなかで立命を得た。
ゾシマの出家も、意味もなく従卒のアファナーシイを殴打したことの罪悪感に動機がある。アファナーシイも本
当は主と従ではなく対等の「連鎖」の、かけがえのない一環であると気付いたことから、ゾシマは将校の地位を捨
て、聖職者の道を歩みだす。
この「連鎖」の思想の中軸に位置するのが生命観である。生命は不生不滅のものとして絶えることなく、連綿と
してつづいていく。「近く訪れるべき新生活」と〃相触れんとしている“と説話で記されているのは、文字通りそ
の表現のままなのである。それは〃円環”のようなもので、万物はこの円のうえに生じ、また減していく……
生は表の部分、死は陰の部分で、万物は表に現われたときに生を享け、生きつづけ、陰の部分に入ったところで
生を卒える。人もまたこの「連鎖」の宿語から遁れることは出来ない。要は｛圓覚するか否かであり、陰の部分の
「生」を承認するか、どうかであろう。
はじまる。
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人間は”支え“を何に求めるか。イヴァンはこの「寺坏感」に期待をつながない。彼はむしろ「連鎖」を断切っ
たところから出発しようとする。イヴァン墜蔦識を１１込輌理をそういう形で御することは出来ない。それは彼の若
さなのだろうか、未熟さなのだろうか。人は意識の緊張感が衰えて、弄坪感を感知するようになるのであろうか。
ドストエフスキーが黄金時代人で語り、ゾシマで説いた中心思想は、「宇宙との一体威蜜である。この一購寛は作
家が晩年に近付くにつれてつよまっていく。アリョーシャの満天の星との一体感は作者自身の体験でもあろうか。
寂作家の日記』のなかの文章には同類のものが散見される。
生と陸続きに死があると考えるなら、そこに間はない．「連鎖」か「断絶」かｌドストエフスキーはゾシマの
信
念
を
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か
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て
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る
。
自殺者ウエルテルは自分の生を終らんとするにあたって、その書置の最後の数行に、もはやこの後「美しい
大熊の星座」を見ることができないのを惜しんでこれに別れを告げている。ああこの一筆の中には当時真生活
に入りかけたばかりのゲーテの姿がどれほど反映していることであろう！一体どういうわけでこの星座が若
きウエルテルにとってそれほど貴かったのか？彼は星座を見る度ごとに、自分はこの星に対して決してアト
ムでも無でもないということを、この無数の不可思議な神の奇跡の一切も自分の思いより高いものでもなく、
自分の魂の中におさめられた美の理想より高いものではないということを、つまりその奇跡も自分と同等のも
（５） 
のであって、一仔在の無限に彼を近づけてくれるものであるということを自覚したからである。（『作家の日記』
’八七六年一月号第一章二
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『カラマーゾフの兄弟』で作者は、当然のことながらこの問題に直接答えてはいない。しかし、イヴァンも「論
理」だけではない何か運狭笘したものを感じている。ただ、それを自分の思想のどこに付祷』づけたらいいのか判挟疵
としない。アリョーシャはそれを「兄さんの前半は成就されたのです」と言う。「白狭〈」の問題はドストエフスキ
ーの人物たちにとって〃蹟きの石”である。
イヴァンは「春、芽を出したばかりの粘っこい》互渠と瑠璃色の空」にこだわる。彼は自分の執着が白狭おもつ不
可思議な”生命“に深くかかわっていることを知っている。それはもしかしたら「論理」を超えることを可能にす
るかも知れない。そこでは彼は無意識のうちに自然の「連鎖」の中に囚われている……アリョーシャはそれを見
抜いた。兄の逢巡と動揺はイヴァンの甦りの勢穰』になる７－－八弟の予言はそんな意味をもっている。
かつてラスコーリニコフは、ネヴァ河のパノラマに魂を奪われ、ガス燈に光って真っすぐに降るぽた雪に心惹か
れ
た
。
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彼
ら
は
そ
こ
に
顕
れ
た
〃実在“を観たのだろう。あのムイシュキン公爵でさえ不思議な一蜂覚をなんとか言葉にしようとしている。彼が病
を養っていた村にあった一筋の滝。真昼間よく登った山。ムィシュキンは大きな脂だらけの松に囲まれて一人山上
に立っている。遥か頂上には古城の｛騒嘘。眼下にはかすかに彼の村……
太陽は燦々と輝き、空はあくまで青く恐いような静けさです。そんなときです、どこかへ行きたいという気
持になったのは。もしそのまま真直ぐにぐんぐんどこまでも歩いて行って、あの地平線と空が接している向う
側まで行けたら、そこでは一切の謎が解きあかされていて、われわれの生よりも千倍も力強く活気に満ちた新
しい生を見出すことが出来るのだ、と思われたのです。ナポリのようなあんな大きな街が絶えず目に浮かびま
（『０）
した。そこにはいつも宮殿と、ざわめきと、どよめきと、生〈叩があるのです。（『白痴』第一編第五章）
彼らは白狭馨媒介として”実在“に触れている。その瞬間に共通しているのは、彼らがみな、いわば「宇宙的な
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６１ 
ゾンマの意識が限りなく無にちかい極小値であるとすれば、極大値はおかしな人間のそれであろう。彼は自分の
死とともに１－意識の消滅とともに世界も幻影のように消失することを願っている。事象はすべて彼の意識の反映
であり、客観的な世界は存在しない。この発想も「見事」だがこのおかしな人間の妄想に共感する部分が人間には
たしかにある。ドストエフスキーはそこをかいている。
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
イヴァンとゾシマが最も異なるのは視点の位置である。イヴァンはあくまで人間の目の高さで事象を見ている
が、ゾシマはそうではない。イヴァンは万象を超えて在ろうとするが、ゾシマはその中に紛れてしまう。長老は
’の“となって見；もの”となって行為しようとするｌそれは長い間の修練が意識を透過し、透明化したとい
チーホンとスタヴローギンのような対話はゾシマとイヴァンとの間にはない。だが、ゾシマは直観的にこの明敏
な青年の未来を危慎する。イヴァンの「後半」はやはり難しいのだろうか。
作家は無理にイヴァンの「後半」を書こうとはしなかったようにみえる。イヴァンは未完了のまま、彼の手にし
かけた「粘っこい若葉」もそれ以上語られず、「自然」は別の視点から描かれることになる。
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生命ともいうべきものを感知していることである．それを自分の哲学のなかでどう位繊づけるのかｌその位置
づけ方でそれぞれの主人公の辿る道は決まる。ドストエフスキーはそんな書き方をしている。
イヴァンが悲劇的な運命を辿ったのは支え“を拒否したからではない．この自然を媒介としてｌそれをスプ
リングボードとしてうまく意識を御せなかったからだ。そこに天国に至る千兆キロメートルの道を歩くことを信念
として拒絶した折星ナ者に共通する潔さもある。作家はイヴァンが哲字者同様、起きだして千兆キロメートルの道を
Ⅷ 
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」艇大値の意識の所有者であるおかしな人間が黄金時代人隆騨動し、「自己」を否定して新しい生を求め、伝道の
道を選んだということは二幕識が』極大から極小へのプロセスを辿ったということである。ドストエフスキーは一人
のニヒリストの意識への対応をｌｌその〃一窯化“を描きたかったのであろう。
ドストエフスキーは「金色の光」以来、悩まされつづけてきた”意識“の「処理」に糸口を見出した。
「自分が他ならぬ今、ここに在るということ」をどう考え、どう行為したらよいのか。おかしな人間の』嘩大値の
意識ｌｌ全世界は自分の意識の反映であり、客観的世界は存在しないｌが、徐々に客観的世界によって浸透され
ていってその主体的な意識の〃量”を減らし、主体と容体の相互関係が流動化しはじめたとき、「ここに在る」と
いう意識ははじめて考慮するに足るのではないかとこの頃のドストエフスキーは考えはじめていた。「自分だけが
ここに在る」と思うと、それは固着して動かない。おかしな人間の自死への志向はそのどう仕様もない〃固拳鯛か
らの脱出の試みであろう。
ゾシマは自己一占定が最高の自己上具疋であると信じた。彼は自分を忘れることすら忘れている。主体は主体だけで
一仔在しているわけではない。客婦体も審議的世界としてただあるわけではなかろう。客体は主体を包み、主体もまた
客体を包み返す。客体と主体は包み、包まれる関係であり、その〃場所“が世界である。両者がともに参加してそ
こに一つの形而上的な場が成立する。その根底には「連鎖」の観念があり、「一体」Ｑ勝寛がある。
この考丞万感じ方はなかなか論理的には説明し難い。それを一系直に受入れるかどうかなのだ。信の表現形として
のみそれはあるわけではなかろうＩ－そこに難しさがある。
ゾシマのなかでは「連鎖」も「一体」もともに「連帯」なのである。彼の思想のうちで看過できない「共震」の
観念もここから出てくる。
すべてのことは大海のようなものであって、ことごとく流れ集まり、相接しているがゆえに一端に触れれば
，
（
８
）
 
世界の他の一端に響くのである。（『カラマーゾフのロ窒聾第六編第一二章（Ｊ））
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ただ交騨体のなかに「在る」ということは宇宙の運行の神秘を認めることであり、絶対者を意識することであ
る。ゾシマはそこに人間存在の他の万象との違いを認めながら、なお一存在物１－↓早なる〃もの“であろうとす
る。万象のあるべき場所、あるべき桐賃の発見１１それは認識であるよりもむしろ体感であろう。
「もの」となって見るということは、主体が客観的存在物を見るということではない。主体と霧低が裁然と分か
れている世界はそこにはない。「もの」となって見るということは、単に眺めているだけではない。自分自身「も
の」となって行為するということであるｌ「もの」として働くということである．そこでは人間としての意識は
霧散している。自分が何なのか１１自覚する以前の純粋意識だけがある。、
ゾシマは最初から聖職者をめざしていた人間ではない。しかし、彼には若い時から常人とは異なる感覚が具って
いた。新発意となって程なく師に従って僧院建立の寄進を募って地方を遍歴していた頃、彼はとある大きな川のほ
とりで漁師とともに一夜を明かしたが、そのなかに出稼ぎに来ていた十八ばかりｐ偉材出の若者がいた。若者と一
一裟響体の中にいるということは、ゾシマにとって、人間だけが特別な一任在ではないからである。人は宇宙の森羅
万象の一つであり、他の存在物より高くも低くもない。宇宙の存在物という点では他のものとなんら変わりはな
たって〃人間存在“」
味で重要なのである。
ゾシマの観念では、宇宙は一つの交響体で万物はそこにすべて包含される。そこでは個物と個物は相互に浸透し
あい、その場からはずれて我意のみを主張する個物は存在し得ない。お互に主体であり、客体でもある。自己否定
堂則捉としてはじめて自己が存在し得る。ドストエフスキーはイッポリートの「我在り」を大前提としたが、その
「我在り」の中を客体がｌ客観的事象が篝して行く．「我在り」とは「我一人在り」ではないｌ「我」もまた
存璽罵体のなかの一存在なのである。
かつて十七歳のフョードル少年は「人間は宇宙の孤旧凸と認識した。このドストエフスキーの原点から遠く隔
たって〃人間存在”はゾシマの交響体の中に在る。それは正反対の場所である。ゾシマの「共震」の観念はこの意
UN 
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緒に夜中の川面をぼんやり眺めていた時ゾシマはこの体験をする。
そこに「見ている」ゾシマは、ない。彼は跳ねている魚かも知れない。見る主体がゾシマで、見られる客体が魚
というわけではない－１上彼が語っているのは、主客相没の世界である。ゾシマは主客者合一の意味を悟ることに
よってその後の道を拓いたのである。
ゾシマはそのときあらゆるものを生かし在らしめている大きな生命に触れ、それと一体化している。自分という
存在の有限性を自覚し、自分を無と化して無限な根源的なものにつらなろうとする希求が、彼の自己否定を肯定
し、彼Ｑ仔在を支えている。
一合定によって坐旦疋する１１木ロ定しなければ肯定出来ないという逆対応が人間一任在の根本的な形であり、その逆説
性を〃》極偉的に〃認めていこうというのがゾシマの生である。
人間がど、２考えようが、宇宙の正確な律動は崩れない。『未成年旨でドストエフスキーは日の移るいをめぐって
アルカージイとマカール老人の対雛的な姿を描いている。
アルカージイがたまたま病にかかりふせっていたとき、彼は自分の一命妙な苛立ちに気づく１１上上後三時になると
日がまわってきて汚い壁に決まって斑点を描く。〃必ず斑点を描く時間“を予期している嫌悪感。毎日寸分たがわ
明るい静かな暖い七月の夜で、広々とした川面からは水蒸気が立ちのぼり、われわれの気分を爽やかにして
くれた。かすかに魚が跳ね、小鳥たちは沈黙し、すべてのものが静かに気高く、万物が神に祈りをささげてい
た。寝ないでいたのはわれわれ一一人、わたしとその若者だけであった。われわれは神の世界の美しさとその神
秘について語り合った。一本一本の草、一匹一匹の小さな昆虫、一匹一匹の蟻、黄金色の蜜蜂、知性をもって
いないすべてこれらのものが、驚くばかりおのれの道を心得ていて、神の神秘を証明し、自らその秘密をたゅ
（９） 
みなく行なっているのである。（『カラマーゾフの兄弟』第六編第一一章（Ｂ））
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ゾシマの説諭のなかに「われわれの思想感情の根元はこの世になくて、他の世界に存する」という周知の個所が
あるが、ゾシマはこの「他の世界」を本当はどう考えていたのだろうかｌ「他の世界」に本質があり、この世界
は「他の世界」の表現形ということなのだろうか。
われわれが目にする一木一章がそれぞれに、そのまま実在であり、それ以外別の世界は存在しないとい旦壱Ｚが
ゾシマの思想の根底にはあるが、それと「他の世界」はどう蝉云口性をもつのか。簡単にみえながらにわかには判じ
がたいところがある。ただよく読んでみると、ゾシマの意識のなかでは「他の世界」は“実在“の問題よりも
”鎧薄触感”にウエイトがあることがよくわかる。この世界１１接触一峰－１「他の世界」という一連のつながりが彼
ぬ同一時刻に斑点が浮き出るいやらしさはアルカージイに無言の圧力を加えているように感じられる：…。
丁度その暁計ったように隣室からマヵール老人の祈りの蟇がきこえてくるｌ「主よわれらを憐み給え」・
アルヵージィは、イッポリート同様、陽の正確な移るいに「物言わぬ獣」のような、「最新式の機械」のような、
無慈悲な〃自然律〃を感じる。”自然律“は人間をとらえる「枠】であり、そこには「絶対の自由」はない。限定
のなかでの生が人間の基本的な存在の形となる。アルヵージイの苛立ちはそれが人間の意向を無視して勝手に押し
つけられている占いにある……
一方マヵールは、その時間の経過が〃宇宙の律動“が正確に働いていることを示す証左と感じている。彼もアル
ヵージィと同じ「枠」のなかにいるはずなのに、まったくそれを意識してはいない。個の全面的な否定孟則提とし
て個里旦疋がある１－歳玄はそう感じるかどうかであり、それを納得するか、否かである。
ドストエフスキーはマヵールできわめてプリミティヴに体現したものを改めてゾシマでとりあげようとした。マ
ヵールは一農民にすぎないが、その信の基本岼補造はゾシマの先駆的な一恵味合いをもっている。
Ⅸ 
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のなかにはある。
すでに見てきたようにゾシマの中心思想は「連鎖」であり、思博剛感」はその重要なファクターである。いわば、
挫棟軸に生死の連鎖、縦軸に天地の連鎖、生命の連鎖がある。それは主体だけが独立して存在できる世界ではない。
主体の意識は客体の事象に流れこみ、客体の事象が主体の意識に浸透する。その相互関係の中にある。
イッポリートの「我在り」は、彼自身の表現では、「人間は宇宙の調和から外れている」ということであるが、
ゾシマの解釈では「連鎖」の内にないということである。そこでは包み、包まれる〃場“としての世界は成立しな
い。孤独者としてのイッポリートはイッポリート、世界は世界である。そこに呼璽応するものはなく、連帯するもの
もないＩひたすら臘人から発想したとき、世界は対象として、客観的存在としてのみあって、呼応合一するもの
ゾシマは一歩退いてＩＩＬ胴人の立場から離れて一般者の視点から世界を見ようとしている。イッポリートには一
般者の発想のような自在さがないから純粋であればあるほど、自分の思考のエリアから抜出られないことをゾシマ
は看取している。イッポリートの考える「世界」ではなく、｜般者の考える世界が必要であり、一般者の立場から
世界を見なくてはいけないｌそれが宇爾の事象を観る場所だとゾシマは思っているのであろう．
ゾシマの思想に個人的なもの、特殊なものは何もない。一般者の相苫に徹したところに長老のこわさがある。
ゾシマの観る世界は、「我在り」の対象となるだけの世界ではないｌ「我在り」の意味をひたすら問われるだ
けの世界ではない。世界の方から逆に問返す世界でもある。その相互浸透のなかで－－主体と客体の呼応的合一の
なかで本質を顕現する世界である。
ドストエフスキーはイッポリートの問を忘れたわけではない。作家は明らかにイッポリートを脳裏に入れてゾシ
と
は
な
り
に
く
い
。
イッポリートの純粋性は拡がりをもちにくい。彼が孤立し、固着した自己の立場を放棄しない限り、彼は自分の
イメージした「世界」から脱却することはできない。それは縮小化の方向にすすむ……ゾシマの「一般者」の普
マをかいている。
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遍性が、イッポリートの問と対立するようにみえながら究極的には彼の問を掬取っていくことになる。
イッポリートは自分にこだわりすぎているばかりでなく、あまりにも「人間」にこだわりすぎている。彼の過剰
な意識が彼の足を掬っている二仔在するのはイッポリートだけでもなく、人間だけでもない。
ゾシマは一切、仔在を、万象を斉しなみに考える。その間に特別なものは何もない。すべてが「調和」の中にあ
り、”宇宙の律動〃に従って動いて行く。そこになんの例外もない。それは「なんの感動もなく貴重なものをのみ
こむ」白灰（律にみえることもある。しかし、それはそれでよいというのがゾシマの想念であろう。
ドストエフスキーの主人公たちはいかにして自扶葎Ｔ－１他律を”納得する“かに苦悩した。他律を自律化する論
理を見出そうと腐心した。ゾシマはその次元をすでに超えている１１‐他律、自律の意識は彼のなかにはない。
ゾシマのなかで彼がもっとも大切にしているのは、他界との「接触感」である。それさえ喪失しなければ、他律
も自律もない。すべては「宇宙の律動」に従って動くことを体感し、自らの道を失うことはない。
「他界に根がある」という考え方は”連鎖“の思想が』碑幹になっている。それは生と死では円環として連なり、
宇宙と人間では天地の連帯となる。他界の表現として現世があるという論理は、「現世のもろもろの現象が実在で
あってそれとは別に実在はない」という言い方と矛盾しないわけでもないが、その場合は、他界と現世が重なって
顕れているということであろう。ある時は他界の表現として、ある時は実在そのものとして現世はある。
ゾシマの解釈は融通無碍で、あまり論理にはこだわっていない。宇宙という入れ物のなかに人間存在が在るとい
……この地上においては多くのものがわれわれの目から隠されているが、その代りわれわれは他の世界１１
天上の、より高い世界と生きた繋がりを有しているという神秘な貴堕購覚が与えられている。それにわれわれ
の思想感情のねもとはこの世になくして、他の世界に存するのである。哲字者が事象の本質をこの世で理解す
ることが不可能だと言っているのはこの故であ型。（『カラマーゾフの兄弟』第六編第三章（Ｊ））
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うのはどういうことかｌｌ彼はただそのことだけを考えようとしている。
「我在り」を宣言し、ひたすら主張しつづけたイッポリートは自己にこだわりすぎて自滅した。それは自分の世
界しか見なかったし、見えなかったからである。ゾシマはまずこの〃自分“を消去するのに苦悩した。自己を生か
すためには自己を否定しなければならない１１否定による』具疋がゾシマの最大の論理である。その否定によっては
じめて個の立場から．般雫宙のそれに出られる。個から出発すると、世界は個人の象徴となって容易にそこから
脱出できない。一般者の立場に立ってはじめて世界が見渡せるのである。
自己否定の根底には、人間存在の有限性を深くおもい、自分の有限の生を無限なるものにつなげようとする希求
がある。真の自己の発見はまず自己を否歪することから始まる。上且正するために否定する、この絶対矛盾が人間存
在の逆説的な形を形成しているとゾシマは認識した。
自分の有限なる生と無限なるものを繋ぐ「接触感」をゾシマはなによりも貴重なものと考えていた。自我を消去
し、なんの逵巡もなしにこの〃一体感“に自分を没入させることを１１浸透させることができることをゾシマ長老
は自分の長い生涯のひとつの到達点と見倣している。自分を無にすることの上に自分の存在がある。
世界内存在でありながら同時にそれを突抜けた存征１１世界外存在であろうとする。それは論理的には妄想の領
域かも知れない。その〃不可能性の存在“を妄想と考えないところにゾシマの信がある。
他界に一切があり、また現世の存在するものも仮相ではなくて実在である。それは世界の両面であり、絶対矛盾
ではない。世界内存在の宿命を定められながら世界外存在であろうとすることもまた、人間存在の二面性であり、
論理に背馳しないとゾシマは信じる。そもそも彼のなかには論理も、解釈もない。それを必要とするのは信仰では
ないとゾシマは言うであろう。
長老のなかには生命のゆったりとした流れがあり、彼はそれに身をゆだねている。彼の意識のうちには自分もな
く、世界もない。現世の生命が尽きれば、それは他界の生命が生ずる時である。否定でも坐旦疋でもなく、有でも無
でもない。すべての価値判断を超えたところに今彼はいる……
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ドストエフスキーは自分の執筆時の年齢と相似の主人公を数えるほどしか書いていないかｌスヴィドリガィロ
フ、ヴェルシーロフ……とあまりない。その意味でゾシマ長老は晩年の作家の等身大の人物である。
偲叶家の日記』などの文章をみると、ドストエフスキーはゾシマにかなり自分の想いを移している。兄ミハィル
ヘの十七歳の手紙の時からフョードル少年は「宇宙のなかの人間の位清ごについて考えつづけてきた。「人間は宇
宙の狐、座という認識から出発して漸く晩年になってその「調和」のなかに加わることを得た。ゾシマの無碍の境
地はそのままドストエフスキーの夢想と重なろうとしている……彼が生涯凝視しつづけてきた「金色の光」はそ
の背後の世界を顕し、ドストエフスキーは今、ゆるやかにそこに透入しはじめる。
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